




















材料お よび方法:実 験動物には生後12週のWistar系ラッ トを用いた。 フローセ ン
全身麻酔下に右側下顎骨下縁の切歯歯頸部か ら5㎜ の位置に,直 径0.45㎜,長さ3.0㎜
の ドリル(truTACK　Pilot　Bur,ACE　SURGICAL　SUPPLY社)を用い,切 歯歯根まで到達
す るよ う下顎下縁 に垂直 に ドリリン グ(生 理食塩水 注入,6000rpm/sec)し,直径
0.7㎜,長さ3.0㎜のチタン製bone　tackインプラン ト(ACE　SURGICAL　SUPPLY社)を埋
入 した。インプラン ト埋入後にイ ンプラン トヘ ッ ドを骨膜が覆 うよう創 を縫合 し完全閉
鎖 した。なお,左 側は未処置の対照側 とした。
まず切歯萌出量を検索す るために,イ ンプラン ト埋入 とともに切歯 のエナメル質表面
にマーキングを施 し,翌 日より14日間,24時間ごとに対照側 と実験側の切歯萌出量 を測
定 した。埋入後2週,8週,16週 に左右下顎骨を摘 出し,対 照側 と実験側の形態変化 を
比較検討 した。摘 出した下顎骨側面の垂直方向か らSOFT　X-RAY(SOFRON社製TYPE　SRO-




との双方に接する面 を下顎下縁平面(以 下:mp),下顎下縁 と下顎角が接するmp上の
点をM点 とし,下 顎骨前後の長 さは4項 目,下 顎骨上下の高 さは5項 目を計測 した。
さらに切歯 歯根幅径 の変化 を検 索す るた めに,MICRO　CT(モリタ製 作所製3DX
MULTI-IMAGE　ICRO　CT　FPD)を用い,管 電圧60Kv,管電流2.0mAで照射 し,ス ライス幅
1.000㎜の画像データより第1臼 歯相当部,第3臼 歯根相 当部および切歯根尖部の歯根
幅径を計測 した。
結 果:対 照側のラッ ト切歯の萌出量は10日目まで1日 約0.5㎜ずつであったが,
実験側 の切歯はほとん ど萌出せず,実 験7日 目以降14日まで対照側 と実験群 との間に
有意差 を認 めた。下顎骨前後長の変化では対照側 と実験側 との間に有意差は認 められ
なか ったが,術 後16週の実験側 における切歯尖端か ら下顎頭頂,第1臼 歯近心歯頸部
か ら下顎頭頂および切歯尖端か らM点 までの3つ の計測項 目で0.20㎜～1.26㎜短 く
なり,第1臼 歯近心歯頸部か らM点 までの下顎骨中央部は2.57㎜長 くなった。下顎骨
上下高の変化 においても対照側 と実験側 との間に有意差は認 められなかったが,術 後
16週の実験側 にけるmpから切歯根尖部,mpから筋突起上端までの2つ の計測項 目で
0.93㎜～1.50㎜高くな り,mpから切歯尖端は0.97㎜低 くなった。下顎切歯歯根幅径に
おいて も対照側 と実験側 との間に有意差は認 められなかった。 しか し,術 後16週では
対 照側 に比べ実験側の第1臼 歯根相 当部 と第3臼 歯相 当部の歯根幅径 は0.17㎜～
0.22㎜減少 し,切歯根尖部の歯根幅径は0.48㎜の増加 を認めた。





ラン トが接触 した場合,萌 出抑制や低位萌出,あ るいは萌出すべき歯を埋伏させる要
因になると考えられ,顎発育や下顎骨形態にも影響を及ぼすことが示唆された。
